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静的デブリ冷却システムは圧力容器から流下した溶融炉心（デブリ）を格納容器底部で安定的に保持・

冷却することを目的としている。ZrO2 耐火材はデブリに対して耐浸食性を有することが確認されたが、耐

火材は純度や組織形態が様々であり、デブリに対する耐浸食性を熱的・化学的安定性の観点から明確にす

ることが必要である。種々の ZrO2耐火材のデブリへの耐浸食性を明らかにした結果を報告する。 
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1. 緒言 

静的デブリ冷却システムの開発においては、これまで様々な高融点材料の中から、ZrO2 耐火材がデブリ

に対して高い耐浸食性を有することを確認している[1]。耐火材は純粋な材料ではなく、純度や組織形態が

様々であり、異なる ZrO2 耐火材のデブリへの耐浸食性を明確にする必要がある。本報告では種々の ZrO2

耐火材を対象に、デブリに対しての耐浸食性を検討した結果を報告する。 

2. 実験方法 

純度や安定化材の異なる ZrO2 耐火材を対象に、カザフスタン国立原子力センターの誘導加熱装置

VCG-135 を用いて、デブリへの耐浸食性試験を行った。試験系は過去の試験と同様の形態で行い[1]、るつ

ぼ底面に設置したφ21mm、厚さ 10mm の耐火材試験片上に、UO2:30mol%、ZrO2:30mol%、Zr:40mol%から

なる模擬デブリを装荷し、デブリの液相線温度となる 2200℃前後で加熱する浸食試験を行った。 

3. 耐浸食性評価結果 

CaO 安定化 ZrO2 耐火材は、液相線温度以上では浸食が

認められたが、液相線温度直下までの加熱では浸食されて

いない事を確認した。また、純度が 91％程度と、他の材料

より数％低い材料においても同様の耐浸食性を示すことを

確認した(図 1)。浸食試験結果を、模擬デブリの平衡状態図

解析より考察し、耐火材の浸食挙動は、高温溶融物への固

体成分の溶解度を駆動力とする一般的な浸食モデルにより

示唆される挙動と同様の結果を示し、低純度の耐火材であっ

てもデブリに対して高い耐浸食性を有する事を明らかとした。 
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図 1 ZrO2耐火材の耐浸食性試験結果 
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